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キーメッセージ  

“From Strength to Strength ”

通信ネットワークの更なる高速化、動画サービスなどのリッチなコンテンツの出現、 

スマートフォンへの注目などをうけ、モバイルコミュニケーションを取り巻く環境は

世界規模で大きな変化を迎えています。ドコモはこの潮流を自社の強みを活かす好機

と捉え、新たな成長を目指します。 

このアニュアルレポートでは、これまでドコモが築いてきた基盤とドコモが見据える 

成長戦略、そして成長に向けた日々の取り組みについてご説明します。

On The Cover

docomo PRIME series F-04B
本製品は、ディスプレイユニットとキーユニットが分離する
世界初のセパレートスタイルを実現したケータイです。スラ
イドケータイとして使用することも可能ですが、セパレート
にすることにより、通話しながらメールや電話帳など様々な
機能を使うことができる1,220万画素カメラ搭載のハイス
ペックケータイです。

　本アニュアルレポートに掲載されている情報は、別途明示しているものを除き
2010年7月現在のものです。また、別途記載しているものを除き「ドコモ」「ドコ
モグループ」「当社」「当社グループ」などの記載については、株式会社NTTドコ
モ及びその連結子会社を示しています。本アニュアルレポートに記載されている
会社名、製品名などは該当する各社の商標または登録商標です。

年度表記について
　本アニュアルレポートの2009年度、2010年3月期とは、2010年3月31日に終
了した会計年度を指し、その他の年度についても同様とします。

将来の見通し等に関する記述について
　本アニュアルレポートには、その作成時点までに当社グループが入手した情報
に基づく予測、計画、想定、認識、評価等を基礎とした将来の見通しに関する記述
が含まれています。また、本アニュアルレポートにおける業績等の予想数値を算定
するために、過去に確定し正確に認識された事実のほか、予想を行うために不可
欠となる一定の前提（仮定）を用いています。当社の事業に伴う様々な潜在的リス
クや不確定要因等により、実際の結果や業績等は当該見通し等に関する記述内容
と大きく異なる可能性があります。
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株式情報
2010年3月31日現在

上場証券取引所
東京証券取引所　市場第一部　
1998年10月上場（証券コード：9437）
ニューヨーク証券取引所　
2002年3月上場（ティッカーシンボル：DCM）
ロンドン証券取引所　
2002年3月上場（ティッカーシンボル：NDCM）

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社
〒100-8212 東京都千代田区丸の内1-4-5
Tel: 03-3212-1211

ADR預託銀行
The Bank of New York Mellon Corporation
101 Barclay Street, New York, NY 10286, U.S.A.
U.S. Callers: (888) BNY ADRS
Non-U.S. Callers: +1-201-680-6825

株式情報

株式数
授権株式数： 188,130,000株
発行済株式数： 43,790,000株

株主総数
330,101名

所有株式数構成比

■ NTT 63.12%

■ 外国法人等 12.55%

■ 金融 11.69%

■ 個人・その他 6.50%

■ 自己株式 4.99%

■ その他法人（NTT除き） 1.15%

（注）構成比は、2010年3月末の株主名簿及び実質株主名簿に基づいています。

株価と出来高の推移
株価／日経平均株価（千円） 出来高（千株）

̶ 高値・安値（左軸） • 終値（左軸） ̶ 日経平均株価（左軸）  出来高（右軸）

大株主の状況

株主名 所有株式数（株）
発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（%）

日本電信電話株式会社 27,640,000 63.12

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,052,867 2.40

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 984,277 2.25

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 276,314 0.63

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 241,287 0.55

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 505225 197,177 0.45

オーディー05オムニバスチャイナトリーティ808150 190,878 0.44

ザ バンク オブ ニユーヨーク メロン アズ デポジタリー バンク フオー デポジタリー レシート ホルダーズ 155,425 0.36

シービーロンドン リーガルアンドジェネラル アシュアランス ペンションズ マネージメント リミテッド 153,874 0.35

メロン バンク エヌエー アズ エージェント フォー イッツ クライアント メロン オムニバス ユーエス ペンション 150,051 0.34

　計 31,042,150 70.89

（注）自己株式は含まれておりません。
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>>	 ドコモのビジネスモデルとは？ 新たな市場の潮流にドコモはどう臨むのか？ 
ドコモが培った強み、基盤をひもとき、変化を成長のチャンスとする姿勢をご説明します。

>>	 強みを活かす、ドコモの重点戦略とは？ 
代表取締役社長の山田隆持より、更なる成長に向けたドコモのグランドデザインをご紹介します。

>>	 事業の概況、及び現在の注目すべき取り組みは？  
2009年度の総括として、業績・事業の概要をご紹介した上で、ドコモの様々な取り組みをご説明します。
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